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東
京
五
輪
が

近
づ
い
て
き

た
。
今
頃
気
づ

い
た
の
か
と
言

わ
れ
そ
う
だ
が
、
海
の
日
、

ス
ポ
ー
ツ
の
日
、
山
の
日
を

移
動
し
、
開
会
式
、
閉
会
式

は
そ
れ
ぞ
れ
４
連
休
、
３
連

休
と
な
る
。
昨
年
６
月
に
特

別
措
置
法
を
可
決
し
て
い

た
。
今
年
限
定
で
あ
る
。

　

交
通
機
関
の
通
勤
ラ
ッ
シ

ュ
な
ど
の
混
雑
を
無
く
す
こ

と
が
目
的
ら
し
い
。
き
め
細

か
な
お
も
て
な
し
で
、
外
人

客
の
倍
増
を
図
る
政
府
の
思

惑
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

厚
底
シ
ュ
ー
ズ
で
話
題
の

マ
ラ
ソ
ン
は
札
幌
で
実
施
さ

れ
る
。
他
の
競
技
も
少
な
か

ら
ず
東
北
や
北
海
道
、
関
東

各
地
で
行
わ
れ
る
。
東
京
と

い
う
よ
り
東
日
本
五
輪
状
態

だ
。

　

も
は
や
１
都
市
だ
け
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
完
全
に
な
く
な

っ
て
い
る
。
国
中
で
祝
え
ば

い
い
こ
と
だ
が
、
こ
こ
ま
で

規
模
が
大
き
く
な
る
と
過
去

最
高
の
経
費
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

政
府
は
莫
大
な
開
催
費
を

見
越
し
て
消
費
税
を
上
げ
た

の
か
、
と
皮
肉
も
言
い
た
く

な
る
。
そ
ん
な
に
財
源
が
あ

る
な
ら
日
本
国
民
に
対
す
る

〝
お
も
て
な
し
〞
を
最
優
先

に
し
て
ほ
し
い
。 

（
Ｔ
）

歯
管
を
軸
に
長
期
継
続
管
理

２
０
２
０
診
療
報
酬
改
定  

中
医
協
が
厚
労
相
に
答
申

上から、村上議員（右）、
清水議員（中）　　　　

危
機
の
底
流

危
機
の
底
流

低
歯
科
医
療
費
政
策
②

技工・金パラ問題で要請
立憲・村上、共産・清水議員と面談

国会行動

　

集
会
前
に
は
大
阪
歯
科
大

学
医
療
保
健
学
部
口
腔
工
学

科
で
歯
科
技
工
士
の
教
育
に

携
わ
る
柿
本
和
俊
教
授
と
懇

談
し
、
歯
科
技
工
士
養
成
を

め
ぐ
る
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
た
。
柿
本
氏

は
厚
労
省
の
「
歯
科
技
工
士

の
養
成
・
確
保
に
関
す
る
検

討
会
」
に
つ
い
て
「（
養
成

方
法
を
議
論
し
て
も
）
技
工

士
の
在
り
方
を
ど
う
す
る
の

か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
た

な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
」
な

ど
と
語
っ
た
。

（
要
請
議
員
一
覧
は
２
面
）

と
語
っ
た
。
清
水
議
員
は

「
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
も
、
歯
科
技
工
士
の

置
か
れ
た
現
状
を
政
治
の
力

で
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。「
保
険
で
良
い

歯
科
」
署
名
約
１
７
０
０
筆

分
の
紹
介
議
員
を
引

き
受
け
た
。

　

集
会
で
西
川
技
工

士
は
「
技
工
士
が
減

っ
て
困
る
の
は
技
工

士
で
は
な
い
。
困
る

の
は
患
者
・
国
民
で

あ
る
こ
と
考
え
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
。

　

金
パ
ラ
の
高
騰
へ
の
対
応

や
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
な

ど
を
求
め
て
、
協
会
は
１
月

30
日
、
保
団
連
の
国
会
行
動

で
大
阪
選
出
議
員
に
要
請
し

た
。
戸
井
逸
美
副
理
事
長
と

江
原
豊
理
事
、
西
川
勝
美
歯

科
技
工
士
ら
が
参
加
し
た
。

同
日
に
は
「
第
５
回
歯
科
技

工
問
題
を
考
え
る
国
会
内
集

会
」
や
技
工
士
養
成
問
題
で

の
懇
談
会
も
開
か
れ
た
。

　

面
談
に
は
村
上
史
好
（
立

憲
）・
清
水
忠
史
（
共
産
）

両
衆
院
議
員
が
応
じ
た
。
村

上
議
員
は
「
地
域
医
療
を
守

る
に
は
診
療
報
酬
を
引
き
上

げ
が
必
要
。
歯
科
医
師
の
診

療
報
酬
は
低
す
ぎ
る
」
な
ど

　

低
歯
科
医
療
費
政
策
は
、

１
９
９
０
年
代
半
ば
以
降
、

新
た
な
段
階
に
入
る
。
補
綴

治
療
の
成
功
報
酬
型
の
導
入

と
、
施
設
基
準
に
よ
る
医
療

機
関
の
選
別
化
だ
。

成
功
報
酬
型

　

96
年
に
始
ま
っ
た
ク
ラ
ウ

ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管
理
料

（「
補
管
」）
で
は
、
①
２
年

間
の
包
括
②
保
証
書
の
義
務

付
け
③
非
算
定
医
療
機
関
は

70
／
１
０
０
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
が
設
定
さ
れ
た
。「
補

管
」
は
症
例
に
応
じ
た
適
宜

・
最
適
な
治
療
・
処
置
を
裁

量
で
行
う
こ
と
を
難
し
く
す

る
。
２
年
間
も
の
保
証
を
歯

科
医
に
義
務
付
け
る
「
成
功

報
酬
型
」
の
加
算
だ
。「
か

初
診
」（
の
ち
に
廃
止
）
導

入
時
に
施
設
基
準
に
組
み
込

ま
れ
、
様
々
な
届
け
出
の
土

台
と
な
っ
た
。「
補
管
」
は

歯
科
医
の
手
足
を
縛
る
「
諸

悪
の
根
源
」
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

　

２
０
０
０
年
の
改
定
で
は

「
か
初
診
」
が
導
入
さ
れ
、

厳
し
い
算
定
要
件
を
設
定
。

膨
大
な
文
書
提
供
や
カ
ル
テ

へ
の
詳
細
な
記
載
、
審
査
・

指
導
の
強
化
な
ど
、
診
療
に

大
混
乱
を
招
い
た
。

　

保
団
連
の
反
対
運
動
な
ど

で
06
年
に
「
か
初
診
」
は
廃

止
に
な
っ
た
が
、
日
歯
の
汚

職
事
件
も
あ
っ
て
06
年
改
定

は
〝
報
復
改
定
〞
と
よ
ば
れ

る
ほ
ど
厳
し
い
内
容
と
な
っ

た
。
一
方
、「
か
初
診
」
は

な
く
な
っ
て
も
長
期
維
持
管

理
路
線
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
長
期
維
持
管
理
路
線
は

歯
科
疾
患
管
理
料
（
歯
管
）

に
引
き
継
が
れ
た
。

施
設
基
準

　

そ
し
て
、
16
年
改
定
で
出

て
き
た
の
が
「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科
」

で
あ
る
。
高
い
ハ
ー
ド
ル
が

設
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、
Ｓ

Ｐ
Ｔ
や
Ce
の
処
置
な
ど
、
ど

の
医
療
機
関
で
も
給
付
で
き

る
処
置
に
特
典
を
与
え
る
不

合
理
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

届
出
が
で
き
る
医
療
機
関

と
で
き
な
い
医
療
機
関
を
選

別
す
る
も
の
で
、
大
阪
府
内

の
「
か
強
診
」
の
届
け
出
は

約
２
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

　

歯
科
医
療
機
関
の
差
別
・

選
別
す
る
一
方
で
、「
か
強

診
」
は
同
じ
医
療
行
為
に
対

す
る
一
物
二
価
を
生
み
、
長

期
維
持
管
理
で
医
療
費
を
抑

制
す
る
と
い
う
大
き
な
問
題

を
生
ん
で
い
る
。

長
期
維
持
管
理
で
抑
制
強
化

新点数説明会
協会HPで申込受付中

お知らせ　会費の減免制度

　15年以上継続して協会の会員で、①
満70歳以上の開業医会員の方は会費を
減額（5500円→3000円）、②満75歳以
上の方は会費が免除される制度があり
ます。
　ただし、協会の共済制度利用中は対
象外となります。会費免除となった先
生方には『大阪歯科保険医新聞』のみ
を届け、協会発行書籍は配付しており
ません。本制度の申請は、協会組織部
まで。

70歳以上は減額　75歳以上は免除
休保・年金の掛け金払い込み中は適用外

別刷りに改定特集

　本号５～10面（別刷り）
に診療報酬改定特集を掲載
しています。

　協会は３／22～４／18にかけ
て府下11会場で新点数説明会を
開きます。ＨＰで特設サイトを
設置し、参加を受け付けていま
す。閲覧・申し込みは「大阪府
歯科保険医協会」で検索してく
ださい。

　

中
医
協
は
２
０
２
０
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
に
対
す
る

諮
問
に
つ
い
て
７
日
、
厚
生

労
働
大
臣
に
答
申
し
た
。

　

基
本
診
療
料
で
は
、
歯
科

初
診
料
を
10
点
、
再
診
料
を

２
点
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
、

施
設
基
準
に
「
院
内
感
染
防

止
対
策
に
係
る
職
員
研
修
」

の
要
件
を
追
加
し
た
。
ま

た
、
歯
科
疾
患
の
長
期
的
な

継
続
管
理
を
評
価
す
る
名
目

で
、
初
診
月
の
歯
管
を
80
点

に
引
き
下
げ
る
一
方
、
６
カ

月
を
超
え
た
場
合
は
長
期
管

理
加
算
１
０
０
点
を
新
設
す

る
。

　

歯
周
病
安
定
期
治
療
の
対

象
で
は
な
い
患
者
へ
の
長
期

管
理
と
し
て
「
歯
周
病
重
症

化
予
防
治
療
」
を
新
設
す

る
。
糖
尿
病
患
者
へ
の
歯
清

は
、
医
科
と
連
携
し
て
い
れ

ば
月
１
回
の
算
定
に
な
る
。

　

歯
内
療
法
で
は
、
抜
髄
、

感
根
処
、
根
貼
、
３
根
管
以

上
の
根
充
な
ど
が
わ
ず
か
に

引
き
上
が
る
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
は
上
顎
６
番
の
制
限

を
な
く
し
て
適
用
を
拡
大
す

る
。
有
床
義
歯
も
レ
ジ
ン
床

も
わ
ず
か
に
増
点
に
な
る

が
、
熱
可
塑
性
義
歯
は
引
き

下
げ
ら
れ
る
。

　

歯
管
の
加
算
で
あ
る
口
機

能
（
口
腔
機
能
低
下
症
）
や

小
機
能
（
口
腔
機
能
発
達
不

全
症
）
は
、
歯
管
ま
た
は
特

疾
管
を
算
定
し
た
場
合
の
独

立
点
数
に
な
り
、
算
定
の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
緩
和
さ
れ
る
。

ま
た
、
口
腔
機
能
を
評
価
す

る
た
め
の
小
児
口
唇
閉
鎖
力

検
査
が
新
設
さ
れ
る
。

　

医
科
歯
科
連
携
で
は
、
周

術
期
の
患
者
に
つ
い
て
は
、

経
口
摂
取
が
困
難
な
患
者
に

対
す
る
痂
皮
の
除
去
が
非
経

皮
摂
取
患
者
口
腔
粘
膜
処
置

と
し
て
新
た
に
加
わ
っ
た
。

ま
た
、
多
職
種
連
携
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
、
栄
養
サ
ポ

ー
ト
チ
ー
ム
加
算
が
小
児
訪

問
口
腔
リ
ハ
で
も
算
定
可
能

に
な
る
。

答申では歯管の見直しや感染
防止対策の要件が追加された

主な長期維持管理料と施設基準の導入の流れ

※歯科疾患総合指導料、継続管理診断料、継続指導料

1996年補管

`00年か初診

`06年３点セット（※）

`08年歯管

`16年か強診


